
●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　原
げん

人
じん

が狩
か

りをするために使うようになった，石を打ち欠いてつくった
石器を何というか。

□⑵　今から約20万年前に現れた，現在の人類の直接の祖先にあたる人類を
何というか。

□⑶　右の地図のａ～ｄは，古代文明がおこった地域を示している。
　□①�　楔

くさび

形
がた

文字や太
たい

陰
いん

暦
れき

が
つくられた地域は，地
図中のａ～ｄのどれか。

　□②�　スフィンクスやピラ
ミッドがつくられた地
域は，地図中のａ～ｄ
のどれか。

□⑷　紀元前16世紀ごろにおこった，中国最古の王朝を何というか。

□⑸　紀元前３世紀に中国を統一した秦
しん

の皇
こう

帝
てい

はだれか。

□⑹　漢
かん

の時代につくられた，西アジアやヨーロッパと中国を結ぶ交易路を
何というか。

□⑺　古代ギリシャでつくられた，アテネやスパルタなどの都市国家を何と
いうか。

□⑻　紀元前30年に地中海地域を統一した帝国はどこか。

□⑼　７世紀に，唯
ゆい

一
いつ

の神であるアラーを信
しん

仰
こう

するイスラム教を始めた人物
はだれか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶①

②

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

d
b

a

c

打製石器

新人（ホモ・サピエンス）

ｂ

ａ

殷

始皇帝

シルクロード（絹の道）

ポリス

ローマ帝国

ムハンマド

世界の古代文明と宗教のおこり
歴史Ⅰ
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　日本列島が大陸と陸続きで，マンモスやナウマンゾウ，オオツノジカ
などの大形動物が住んでいた時代を何というか。

□⑵　ナウマンゾウのきばやオオツノジカの角などが発掘された野
の

尻
じり

湖
こ

が位
置する県はどこか。

□⑶　表面に縄
なわ

目
め

の文様がつけられていることが多く，厚手で黒
こく

褐
かっ

色
しょく

をして
いる土器を何というか。

□⑷　人々が海岸や水辺に貝がらなどの食べ物の残りかすを捨てていた場所
のあとを何というか。

□⑸　縄
じょう

文
もん

時代の代表的な遺跡である三
さん

内
ない

丸
まる

山
やま

遺跡が位置する県はどこか。

□⑹　静岡県に位置し，水田のあとなどが残っていることで知られる弥生時
代の代表的な遺跡を何というか。

□⑺　紀元前１世紀ごろの中国では，日本のことを何と呼んでいたか。

□⑻　１世紀の半ばに後
ご

漢
かん

に使いを送り，後漢の皇
こう

帝
てい

から金
きん

印
いん

を授かったの
は何という国の王か。

□⑼　３世紀に，30あまりの小国を従えて，当時の中国に使いを送った国を
何というか。

□⑽　⑼の国をおさめていた女王を何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵
 

⑶

⑷

⑸
 

⑹

⑺
 

⑻
 

⑼

⑽

氷河時代

長野県

縄文土器

貝塚

青森県

登呂遺跡

倭

奴国

邪馬台国

卑弥呼

古代国家の成立
歴史Ⅰ
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　３世紀後半に生まれた，王を中心とする強力な勢力である大
やまと

和政
せい

権
けん

の
中心となっていたのは現在の何県か。

□⑵　５世紀ごろになると，大和政権の王は何と呼ばれるようになったか。

□⑶　大和政権に対
たい

抗
こう

したとされる伝
でん

承
しょう

をもつ，現在の岡山県にあたる地域
を何というか。

□⑷　中国では，５世紀ごろから国内が南北に分かれて国々の対立が続いた。
この時代を何というか。

□⑸　４世紀ごろ，朝鮮半島の南部でおこった二つの国は，百
くだら

済ともう一つ
はどこか。

□⑹　５世紀には，大和政権の王は，南は九州地方から北はどのあたりまで
を支配したか。

□⑺　大和政権の支配がおよんでいたことがわかる鉄刀が発掘された，熊本
県に位置する古墳を何というか。

□⑻　大和政権の王が，朝鮮半島南部の軍事的な指
し

揮
き

権を認めてもらうため
に使いを送った，讃

さん

・珍
ちん

・済
せい

・興
こう

・武
ぶ

の五人の王をまとめて何と呼ぶか。

□⑼　朝鮮半島から日本列島に一族で移り住んできた人々を何というか。

□⑽　⑼の人々が伝えた，高温で焼かれたかたく黒っぽい土器を何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

奈良県

大王

吉備

南北朝時代

新羅

東北地方南部

江田船山古墳

倭の五王

渡来人

須恵器

大王の時代
歴史Ⅰ
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　６世紀末の中国を統一し，強大な帝
てい

国
こく

をつくった王朝を何というか。

□⑵　聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は，何という天皇の摂
せっ

政
しょう

となって政治を行ったか。

□⑶　聖徳太子が，家
いえ

柄
がら

にとらわれず，才能や功績のある人を役人に採用す
るために定めた制度を何というか。

□⑷　聖徳太子が，中国の進んだ文化を取り入れるために派遣した使節を何
というか。

□⑸　天皇の国書を中国の皇
こう

帝
てい

に届けるために⑷として派遣された人物はだ
れか。

□⑹　聖徳太子が建てた寺で，現存する最古の木造建築があることで知られ
れる寺を何というか。

□⑺　645年，蘇
そ

我
が

氏をたおした中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

らが，新しい政治のしくみをつ
くるために始めた改革を何というか。

□⑻　⑺を進めた中大兄皇子は，即位して何という天皇となったか。

□⑼　⑻のあとつぎをめぐっておこった戦いを何というか。

□⑽　持統天皇によってつくられた，日本で初めての本格的な都を何という
か。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

隋

推古天皇

冠位十二階の制度

遣隋使

小野妹子

法隆寺

大化の改新

天智天皇

壬申の乱

藤原京

聖徳太子の政治と大化の改新
歴史Ⅰ
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　701年に定められた大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

は，中国の何という国の法律にならって
つくられたか。

□⑵　律令制度のもとで都から派遣され，地方の国をおさめた役人を何とい
うか。

□⑶　現在の福岡県に置かれ，九州地方の政治や防衛にあたった役所を何と
いうか。

□⑷　710年に⑴の都にならってつくられた都を何というか。

□⑸　奈良時代の人々に課せられた税のうち，労役のかわりに布（麻
あさ

布
ぬの

）など
をおさめる税を何というか。

□⑹　奈良時代の人々に課せられた税のうち，絹や地方の特産物などをおさ
める税を何というか。

□⑺　土地の開
かい

墾
こん

を進めるために，743年に出された法令を何というか。

□⑻　聖
しょう

武
む

天皇は，仏教の力にたよって国家を守ろうとして都に大仏をつく
らせた。これについて，次の問いに答えなさい。

　□①�　この大仏が置かれている寺の名を何というか。
　□②�　この大仏づくりに協力した，当時民間で仏教の布教につとめていた

僧はだれか。
　□③�　聖武天皇のころに栄えた，仏教や大陸の影響が強く見られる国際色

豊かな文化を何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻①

②

③

唐

国司

大宰府

平城京

庸

調

墾田永年私財法

東大寺

行基

天平文化

律令国家の成立と奈良時代
歴史Ⅰ
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　貴
き

族
ぞく

や僧
そう

の勢力争いが激しくなるなかで，政治を立て直すために平
へい

安
あん

京
きょう

に都を移した天皇はだれか。

□⑵　平安時代のはじめに，朝
ちょう

廷
てい

に従おうとしなかった東北地方の人々は何
とよばれたか。

□⑶　遣唐使とともに唐にわたって仏教を学び，帰国後に真
しん

言
ごん

宗
しゅう

を開いた僧
はだれか。

□⑷　936年に，新
しらぎ

羅がほろんだ後に朝
ちょう

鮮
せん

半島を統一した国を何というか。

□⑸　娘を天皇のきさきにして，その子を次の天皇に立てた後に，摂
せっ

政
しょう

や関
かん

白
ぱく

の要職について政治の実権をにぎった藤
ふじ

原
わら

氏
し

の政治を何というか。

□⑹　右の和歌をよんだ人
物は，息子の頼

より

通
みち

とと
もに藤原氏の全盛期を
つくった。この人物は
だれか。

□⑺　平安時代の中ごろに栄えた，日本の風土や生活，日本人の感情に合っ
た貴族たちの文化を何というか。

□⑻　紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

は仮名文字を用いて，優れた小説をあらわした。この作品を何
というか。

□⑼　貴族の屋敷に多く用いられた，複数の建物が渡
わた

殿
どの

（廊
ろう

下
か

）で結ばれ，正
面には池のある庭が配置された建築様式を何というか。

□⑽　平安時代の中ごろ，社会が乱れて人々の不安が高まったため，念
ねん

仏
ぶつ

を
唱えて阿

あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

にすがり，死後に極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

へ生まれ変わろうとする信
しん

仰
こう

が広まった。この信仰を何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

この世をば　わが世とぞ思う　

望月の　欠けたることも　無しと思えば

桓武天皇

空海

蝦夷

高麗

摂関政治

藤原道長

国風文化

寝殿造

源氏物語

浄土信仰

歴史Ⅰ

平安京と貴族
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　935年に，北関東で朝
ちょう

廷
てい

に対する反乱をおこした人物はだれか。

□⑵　東北地方の平
ひら

泉
いずみ

を拠点として，都の文化を取り入れ，金や馬の交易で
栄えた一族を何というか。

□⑶　位をゆずった天皇のことを何とよぶか。

□⑷　1156年におこった，天皇と⑶の政治の実権をめぐる争いから，朝廷が
二つに分かれて争った戦乱を何というか。

□⑸　平治の乱に勝利し，武士として初めて太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となった人物はだれか。

□⑹　鎌
かま

倉
くら

を本拠地として関東地方を支配し，平氏打倒のために伊
い

豆
ず

で挙兵
した人物はだれか。

□⑺　1185年に⑹の人物が国ごとに置き，軍事や警察の仕事にあたった役職
は何か。

□⑻　鎌倉幕府における将軍と御
ご

家
け

人
にん

との主従関係の中で，御家人が幕府や
京都の警備にあたったり，軍役をはたしたりしたことを何というか。

□⑼　源氏の将軍が絶えたことをきっかけに，鎌倉幕府を倒そうとして承
じょう

久
きゅう

の乱をおこした人物はだれか。

□⑽　右の資料で示した，
北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

によって定め
られた武士の法律を何
というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

一�　諸
しょ

国
こく

の守
しゅ

護
ご

の職務は，頼
より

朝
とも

公
こう

の時代に定めら
れたように，京

きょう

都
と

の御
ご

所
しょ

の警
けい

備
び

と，謀
む

反
ほん

や殺
さつ

人
じん

などの犯罪人の取りしまりに限る。
一�　武士が20年の間，実際に土地を支配している
ならば，その権利を認

みと

める。
一�　女性が養子をとることは，律令では許されて
いないが，頼朝公のとき以来現在に至

いた

るまで，
子どものない女性が土地を養子にゆずりあたえ
る事例は，武士の慣習として数え切れない。

平将門

奥州藤原氏

上皇

保元の乱

平清盛

源頼朝

守護

奉公

後鳥羽上皇

御成敗式目（貞永式目）

歴史Ⅰ

武士の台頭と鎌倉幕府
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　鎌倉時代に荘
しょう

園
えん

や公
こう

領
りょう

ごとに置かれ，年
ねん

貢
ぐ

の取り立てなどを行った役
職を何というか。

□⑵　武士の家では，一族の長が子や兄弟たちをまとめていた。この一族の
長を何というか。

□⑶　鎌倉時代に行われるようになった，米の裏作に麦をつくる農業を何と
いうか。

□⑷　鎌倉時代に，寺社の門前や交通の便利なところで，決まった日に開か
れた市を何というか。

□⑸　鎌倉時代に，後
ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

の命令で編集された和歌集を何というか。

□⑹　鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

が，社会のむなしさを記した随
ずい

筆
ひつ

を何というか。

□⑺　右の資料は，源平の争乱や
武士の活

かつ

躍
やく

をえがいた軍記物
の代表的な作品である。この
作品を何というか。

□⑻　法
ほう

然
ねん

が開き，念
ねん

仏
ぶつ

を唱えれ
ば，だれでも極

ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に生ま
れ変わることができると説い
た仏教の宗派は何か。

□⑼　踊
おどり

念仏や念仏の札を配ることで，時
じ

宗
しゅう

を広めた僧はだれか。

□⑽　座
ざ

禅
ぜん

によって自力でさとりを開くという教えが，武士の気風に合った
ため，幕府が中国から僧を招くなどして積極的に保護した仏教の宗派を
まとめて何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

祇ぎ

園お
ん

精し
ょ
う

舎じ
ゃ

の
鐘か
ね

の
声
、

諸し
ょ

行ぎ
ょ
う

無む

常じ
ょ
う

の
響ひ
び

き
あ
り
。

娑し
ゃ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
花
の
色
、

盛じ
ょ
う

者し
ゃ

必ひ
っ

衰す
い

の
こ
と
わ
り
を
あ
ら

わ
す
。

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、

只た
だ

春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。

た
け
き
者
も
つ
い
に
は
滅
び
ぬ
、

ひ
と
え
に
風
の
前
の
塵ち
り

に
同
じ
。

地頭

惣領

二毛作

定期市

新古今和歌集

方丈記

平家物語

浄土宗

一遍

禅宗

歴史Ⅰ

鎌倉時代の社会と文化
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●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　モンゴル帝国の都を大
だい

都
と

（北
ペ

京
キン

）に移し，国号を元
げん

と定めた皇
こう

帝
てい

はだれ
か。

□⑵　⑴に仕え，『世界の記述』（『東
とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

』）の中で，日本を「黄金の国ジ
パング」と紹

しょう

介
かい

した人物はだれか。

□⑶　⑴が，日本を従わせようと要求を送ってきたときの鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

の執
しっ

権
けん

は
だれか。

□⑷　1281年におこった，元の二度目の襲来を何というか。

□⑸　元の襲来ののち，生活が
苦しくなった御

ご

家
け

人
にん

を救う
ために幕府が出した，御家
人の借金を帳消しにする右
の資料の命令を何というか。

□⑹　幕府を倒す計画に一度は失敗し，隠
お

岐
き

（島根県）に流されたが，のちに
新興武士や有力な御家人の援助を受け，鎌倉幕府をほろぼした天皇はだ
れか。

□⑺　鎌倉幕府を倒した⑹の天皇が行った，天皇中心の政治を何というか。

□⑻　有力な守護が任命され，室町幕府で将軍を補佐した役職を何というか。

□⑼　室町幕府によって保護された，京都で金
きん

融
ゆう

業を行った業者は酒
さか

屋
や

とも
う一つは何か。

□⑽　国
こく

司
し

の権限を吸収し，地方で独自の支配を行うようになった守護を何
というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

　領地の質
しち

入
い

れや売買は，御家人の生活が苦
しくなるもとなので，今後は禁止する。
…御家人以外の武士や庶

しょ

民
みん

が御家人から買っ
た土地については，売買後の年数にかかわり
なく，返さなければならない。�（部分要約）

フビライ・ハン

マルコ・ポーロ

北条時宗

弘安の役

（永仁の）徳政令

後醍醐天皇

建武の新政

管領

土倉

守護大名

歴史Ⅰ

モンゴルの襲来と南北朝の動乱

歴Ⅰ-09-1



●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　西日本の武士や商人，漁民の中には，集団で貿易を強要し，大陸沿岸
をあらす者たちがあらわれた。このような者たちを何というか。

□⑵　日本と明は，⑴と正式な貿易船を区別するた
めに，右のような札を用いて貿易を行った。こ
のような貿易を何というか。

□⑶　1392年に，高
こう

麗
らい

にかわって朝
ちょう

鮮
せん

半島に成立し
た国を何というか。

□⑷　15世紀はじめ，北
ほく

山
ざん

・中
ちゅう

山
ざん

・南
なん

山
ざん

の３つの勢力を統一して琉
りゅう

球
きゅう

王国を
成立させた一族を何というか。

□⑸　琉球王国が行った，日本や中国，朝鮮半島，東南アジアに船を送り，
産物をやりとりした貿易を何というか。

□⑹　蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北海道）で，古くから狩
か

りや漁をしてくらしてきた民族を何と
いうか。

□⑺　室町時代に金融業を営んだ業者は，土
ど

倉
そう

ともう一つは何か。

□⑻　室町時代に，商人や手工業者が同業ごとに組織した同業者組合を何と
いうか。

□⑼　室町時代の農村で，有力な農民を中心として結成され，自治を行った
組織を何というか。

□⑽　団結した農民が，借金の帳消しを求めて土倉や⑺などをおそう一
いっ

揆
き

が
おこるようになった。これらの一揆を何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

倭寇

日明貿易（勘合貿易）

朝鮮国

尚氏

中継貿易

アイヌ民族

酒屋

座

惣

土一揆

歴史Ⅰ

室町時代の社会と東アジアとの交流

歴Ⅰ-10-1



●　次の各問いに答えなさい。

□⑴　足利義政のあとつぎ問題が原因となって1467年におこった戦乱を何と
いうか。

□⑵　現在の京都府南部で，武士と農民が守護大名を追い払って自治を行っ
た一

いっ

揆
き

を何というか。

□⑶　浄
じょう

土
ど

真
しん

宗
しゅう

（一
いっ

向
こう

宗
しゅう

）を信
しん

仰
こう

する人々が守護大名をたおし，約100年間に
わたって自治が行われたのは何という国か。

□⑷　⑴以降，実力のあるものが，力をのばして身分が上の者に打ち勝つ風
潮が広まった。このような風潮を何というか。

□⑸　守護大名の地位をうばったり，守護大名が成長したりしてあらわれる
ようになった大名は何とよばれるか。

□⑹　猿
さる

楽
がく

や田
でん

楽
がく

をもとにして，能
のう

を大成した親子はだれか。

□⑺　京都の北
きた

山
やま

に，金
きん

閣
かく

を建てた人物はだれか。

□⑻　室町時代に水
すい

墨
ぼく

画
が

を大成した人物はだれか。

□⑼　能の合間に演じられた，民衆の生活や感情をあらわしたこっけいな演
劇を何というか。

□⑽　「一
いっ

寸
すん

法
ぼう

師
し

」などに代表される，このころさかんにつくられた絵入りの
物語を何というか。

各 10点× 10

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

応仁の乱

山城国一揆

加賀

下剋上

戦国大名

観阿弥・世阿弥

足利義満

雪舟

狂言

御伽草子

歴史Ⅰ

応仁の乱と室町文化

歴Ⅰ-11-1
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